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とする）は、2003 年 4 月より高知県で導入されたの
をきっかけに全国的な広がりをみせ、2012 年 4 月に
は都道府県数の 7 割を超える 33（導入予定 2 県を含む）
の自治体で導入されるまでになっている。栃木県は全
































行う事業である。2011 年度は机・椅子 1,800 セット・
木製ベンチ 500 基の配布を予定し、事業費 57,320 千
円を計画している。机・椅子の配布事業は 2008 年度
から行われ、2010 年までの 3 年間で延べ 15 市町の小
中学校 85 校へ、5,800 セットが配布された。事業計画
では、2008 年から 2017 年までの 10 年間で 18,000 セ
ットを配布する予定だ。栃木県環境森林部によれば、
この数字は、栃木県内の小中学校の児童・生徒の総数
















り、2010 年から 2013 年までの 4 年間の予定総配布数


















































布は、2008 年度から 2010 年度までの 3 年間で、栃木








　2011 年 10 月 13 日にアンケート調査票を郵送で配
布し、10 月 15 日から 11 月 10 日までに全 36 校中 28
校から返送があり、回答率は 77.8％であった。机・椅
子が配布された時期ごとに回収率を見ると、2008 年
度は 12 校中 11 校（回収率 91.7％）、2009 年度は 12













　教職員数は「21 ～ 30 人」のところが最も多く、28
校中 13 校と全体の 46.4％を占める。次いで「11 ～ 20






は、「31 ～ 40 年」で 42.9％を占め、次いで「41 ～ 50 年」
























































































































達に対しては 9 校、保護者に対しては 6 校、地域の町
内会に対しては 1 校がそれぞれ説明を行っている。説
明の内容は、｢栃木県内の森林整備で発生した間伐材
の有効活用について｣ が 9 校、｢木の良さや森林整備
の必要性について｣ が 6 校、｢とちぎの元気な森つく




























































































































































































































回（平成 19 年 11 月実施）集計結果【ウェブサイ
ト 】(http://www.pref.kochi.lg.jp/~seisaku/kinobun2/
hp_1/02zei/pdf/2007-zei-annketo-zuhyou.pdf）
　本稿作成にあたり栃木県環境森林部担当部局の皆様
にお世話になりました。この場を借りて御礼申し上
げます。
